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郷士の霧林づくび、級化を推進します

学校林の活用
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「緑の 金」に
し協力ください。

令和 3年用 国土緑化運動 。育樹運動ポスター原画コンクール静岡県教育長賞
静岡県立伊東高等学校城ケ崎分校 山本 真矢さんの作品
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緑の募金
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企業募金
4,293,494円
5.9%

職場募金

学校募金
1,308,537円

その他募金

1,354,256円
1.9%

家庭募金

62,243,626円
85.9%

円

令和2年度「緑の募金」の実績 募 金 の 趣 旨

「緑の募金」は「緑の募金による森林整備等の

推進に関する法律」(平成 7年法律第 88号)に
基づく寄附金です。

森林は、水を蓄え、土砂の流出を防ぎ、二酸化

炭素を吸収し、地球温暖化を防止してくれます。

また、私たちのまわりの緑は心にやすらぎを与

えてくれます。
「緑の募金」はこのように大切な森林や緑を、

市民の皆様の力で守り育てる取組みに役立てて

います。

募金 の使 途

緑の募金は、公平性、透明性を確保するため、
学識経験者等で構成される緑の募金運営協議会
で使い道を審議しています。

「
森林の整備
市民や森林ボランティアによる苗木の植林等を支

援し、県民参加の森づくりを促進します。

緑の少年団活動、学校林を活用した森林環境教育

をとおし、次代を担う子どもたちを育成します。

′緑化の推進
緑化行事や研修会、ポスターコンクール等を開催

し、緑化の啓発に努めます。

花壇づくりや苗 。資材の配布等により、身近な環

境緑化を促進します。

r募金運動の推進
緑の羽根やチラシ等の作成と配布、森林や緑化に

関する情報発信、緑の募金の管理等により、緑の

募金運動を推進します。

公益財団法人静岡県グリーンバンクは、静岡県の豊かな

森林づくりをサポートしています。この
~ふ
じのくに森の

町内会 の紙には、林地に捨てられる間伐材を資源として

活用する費用の不足分が含まれています。
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2,807,337円
3.9%

街頭募金
404,750円
0.6%

緑の募金推進事務費
7,925,000円
10.2%

緑の募金普及啓発
1,434,000円
1.9%

緑の羽根等募金運動資材
6,024,000円
7.7%

総 額  ヽ

(12,412,000:ヨ |ノ

令和2年度「緑の募金」の使い道

繰越交付金 。

雑収入等

(令和 3年 1月 現在 )

森林の整備支援事業
21,064,000円
27.1%

回■ 囲

繰越交付金等
7.162,000円

国土緑化推進機構交付金交付 /9.2%
2,672,000円  、     ./‐ ‐‐
3.4%   ＼  

′

93.1%

緑化の推進事業
31,519,000円
40.5%

公 益 財 団法 人 静 岡 県 グ リ ー ン バ ン グ Tr:茅 鐸 晰 雰7]否晶剛 繁鵠『
岡県産業経済会館7階

∪RL:http://www.greenbank.or.jp

●お問い合わせ先

浜松市緑fヒ推進本部事務局 (浜松市都市整備部緑政課内)
〒430-0923 浜松市中区北寺島町 617番地の6

南土木整備事務所 1階
丁EL 053-457-2586 FAX1053-457-2164
E¨mait ryokuka@city.hamamatsu.shizuoka.jp

rつごヽ  ふじのくに
こ儀総森の町内会
―
~薔
伐に寄与するム

※表面もご覧ください 発行年月 :令和 3年 1月

機・マ「緑の募金」のご報告 , 肝

総 額
77,800,000円


